
高
速
の
南
予
延
伸

　

四
十
二
番
札
所　

一
果
山
仏
木
寺

（
吉
田
三
間
）

松
山
・
宇
和
島
間
を
一
時
間
余
り
で
結
び

“
い
や
し
博
”
の
観
光
客
を
運
ん
で
く
れ
る

夢
の
高
速
道
路

お
大
師
様
が
牛
の
背
に
乗
っ
て

こ
の
地
に
至
っ
た
こ
と
で

家
畜
守
護
の
寺
と
さ
れ
る
仏
木
寺

車
で
三
間
Ｉ
Ｃ
ま
で
素
早
く
移
動

三
間
で
牛
歩
の
ご
と
く
ゆ
っ
く
り
散
策

南
予
地
域
の
楽
し
み
方
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
ま
す

◦平成24年度　県商工会連合会通常総会

◦平成24年度　県青連・県女性連通常総会

◦がんばる企業（森文醸造㈱）、万引き防止

◦地域商店街活性化法認定（内子町）

　「ちいさな企業」未来会議

◦県下商工会人事異動

◦節電のお願い、無料節電診断実施中

◦地域活性化支援事業（愛南ゴールド）

◦えひめ南予いやし博2012

◦小さな瞳・当世経営かわら版　ほか
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経
営
よ
ろ
ず
相
談
所
、
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

県
連
合
会
の
平
成
二
十
四
年
度

通
常
総
会
を
、
五
月
二
十
九
日
、

上
甲
愛
媛
県
副
知
事
、
林
四
国
経

済
産
業
局
産
業
部
長
を
始
め
多
数

の
来
賓
の
ご
臨
席
を
得
て
開
催
し

た
。

　

始
め
に
村
上
会
長
が
、
我
々
中

小
企
業
、
特
に
小
規
模
事
業
者
を

取
り
ま
く
環
境
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一
層
の
進
展
と
相

ま
っ
て
、
地
域
間
格
差
が
ま
す
ま

す
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
低
下
、
限

界
集
落
や
買
い
物
難
民
の
増
加
な

ど
、
商
工
会
地
域
の
経
済
環
境
は

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

商
工
会
組
織
は
半
世
紀
を
経

て
、
新
た
な
五
十
年
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
が
、
世
の
中
の
流
れ

が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
商
工

会
組
織
も
常
に
前
向
き
の
姿
勢
と

発
想
で
歩
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
実
感
し
て
い
る
。

　

本
会
と
し
て
は
、
組
織
的
な
人

事
管
理
の
強
化
を
目
的
と
し
た
人

事
異
動
や
研
修
体
系
の
見
直
し
、

退
職
手
当
の
一
元
管
理
等
を
行
っ

て
き
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
商
工
会

組
織
の
原
点
で
あ
る
「
商
工
会
は

会
員
の
た
め
に
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
職
員
に
よ
る
巡
回
指
導
の

強
化
を
図
り
、
会
員
の
満
足
度
向

上
や
合
併
商
工
会
地
域
を
中
心
と

し
た
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
の
会
員
増
強
運
動
の
実
施

な
ど
、
組
織
の
強
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
職
員
の
給
与
一
括
支
給

や
会
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
付

加
共
済
制
度
の
導
入
、
将
来
を
見

据
え
た
広
域
指
導
体
制
の
検
討
な

ど
も
、
進
め
て
い
く
旨
の
挨
拶
を

し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
愛
媛
県
副
知

事
、
四
国
経
済
産
業
局
産
業
部
長

か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

次
に
、
松
前
町
商
工
会
の
三
好

会
長
が
議
長
と
な
り
、
平
成
二
十

三
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の

八
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
承
認
、
議
決
さ
れ
た
。

　

第
九
号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
次
の
方
々
が

新
役
員
に
決
定
し
た
。

◦
会　

長

　

村
上
友
則
（
し
ま
な
み
）

◦
副
会
長

　

鈴
木
恭
一
（
土
居
町
）

　

久
保
芳
文
（
双
海
中
山
）

　

西
﨑　

徹
（
津
島
町
）

◦
専
務
理
事

　

長
野
侯
二

◦�

理　

事

　

関
野
邦
夫
（
周
桑
）

　

倉
本
睦
男
（
上
島
町
）

　

石
橋　

博
（
中
島
）

　

越
智
俊
充
（
東
温
市
）

　

酒
口　

強
（
内
子
町
）

　

梅
原
隆
志
（
西
予
市
）

　

加
藤
勝
恵
（
松
野
町
）

　

束
村
温
輝
（
県
青
連
）

　

西
岡
千
代
子
（
県
女
性
連
）

◦�

監　

事

　

篠
原
成
行
（
北
条
）

　

上
岡　

茂
（
川
上
）

【
新
任
商
工
会
会
長
】

　

寺
井
政
博
（
越
智
）

　

大
西　

光
（
砥
部
町
）

　

薬
師
寺
浩
幸
（
吉
田
三
間
）

　

岡
本
國
和
（
鬼
北
町
）

　

平
田　

稔
（
愛
南
町
）

【
退
任
県
連
役
員
】

　

西
山
一
郎
副
会
長
（
砥
部
町
）

　

安
野
邦
彦
理
事
（
越
智
）

　

大
江　

清
理
事
（
吉
田
三
間
）

【
退
任
商
工
会
会
長
】

　

二
宮
建
一
（
鬼
北
町
）

　

宮
田
吉
弘
（
愛
南
町
）

◦
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
優
良
商
工
会

【
優
秀
賞
】
越
智
、上
島
町
、中
島
、

東
温
市
、
砥
部
町
、
双
海
中
山
、

長
浜
町
、
川
上
、
保
内
町
、
伊
方

町
、
津
島
町
、
松
野
町

◦
ほ
の
ぼ
の
共
済
優
良
商
工
会

【
優
秀
賞
】
長
浜
町
、
内
子
町

【
特
別
賞
】
久
万
高
原
町
、
川
上
、

内
子
町

今
年
度
の
重
点
事
業

①
商
工
会
の
組
織
力
の
強
化
・
徹

底
し
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
／

会
員
増
強
運
動
の
実
施
／
巡
回
訪

問
の
一
層
の
推
進
・
強
化
／
商
工

会
活
動
の
積
極
的
ア
ピ
ー
ル
／
自

主
財
源
確
保
の
た
め
の
「
商
工
貯

蓄
共
済
」、「
ほ
の
ぼ
の
共
済
」
等

の
推
進

②
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動
の
強
化
／

買
い
物
難
民
対
策

③
か
つ
て
な
い
厳
し
い
環
境
が
続

く
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
拡

充
等
／
全
国
連
が
国
に
対
し
、
早

期
制
定
を
要
望
す
る
「
小
規
模
企

業
基
本
法
（
仮
称
）」
な
ど
や
小

規
模
事
業
者
支
援
促
進
法
の
改
正

の
動
向
を
視
野
に
入
れ
た
対
応
／

小
規
模
企
業
支
援
体
制
の
強
化
・

拡
充
を
目
的
と
し
た
、
市
町
へ
の

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
の
調
整
・
研
究

平
成
二
十
四
年
度
　
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

会
長
に
村
上
会
長(

し
ま
な
み)

を
再
任

村上友則会長

愛媛県商工会連合会新役員
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ら
、
就
任
し
て
か
ら
の
改
革
や
、

新
し
い
仕
掛
け
な
ど
、
南
予
い
や

し
博
で
注
目
さ
れ
る
道
の
駅
の
現

在
の
取
組
み
と
と
も
に
、「
数
字

で
モ
ノ
を
語
る
こ
と
」「
ど
う
い

う
顧
客
に
販
売
し
た
い
の
か
明
確

に
す
る
こ
と
」
な
ど
、
商
売
の
基

本
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。
い
や
し
博
の
開
催
地
域
で
あ

る
南
予
だ
け
で
は
な
く
、
東
予
・

中
予
地
域
の
参
加
者
か
ら
も
「
改

め
て
商
売
の
基
本
を
認
識
し
た
」

「
是
非
道
の
駅
み
ま
に
行
っ
て
み

た
い
」「
近
く
道
の
駅
が
で
き
る

の
で
、
今
か
ら
取
組
み
を
始
め
た

い
」
な
ど
、
高
い
評
価
の
感
想
を

い
た
だ
い
た
。

青
年
部
で
は
辞
任
に
よ
る
役
員
補

充
選
任
を
行
い
、
砥
部
町
の
山
田

宏
介
部
長
が
常
任
委
員
に
就
任
し

た
。

　

総
会
後
に
は
各
々
指
導
者
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。
青
年
部
で
は

主
張
発
表
県
大
会
が
行
わ
れ
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら
青
年
部
活

動
を
通
じ
た
地
域
振
興
の
成
果
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
発
表
が

あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
も
と
、
越

智
の
八
木
成
弥
部
員
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
。
九
月
八
日
（
土
）

に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
る
中
四
国

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
な
ら

び
に
女
性
部
連
合
会
の
通
常
総

会
・
指
導
者
研
修
会
が
、
青
年
部

は
五
月
九
日
（
水
）、
女
性
部
は

五
月
十
四
日
（
月
）、
そ
れ
ぞ
れ

松
山
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
、

メ
ル
パ
ル
ク
松
山
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
七
商
工
会
青
年

部
、
五
商
工
会
女
性
部
が
表
彰
さ

れ
た
。
ま
た
青
年
部
で
は
、
商
工

会
青
年
部
全
国
組
織
化
四
十
五
周

年
記
念
大
会
で
受
け
た
表
彰
状
と

感
謝
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
し
ま

な
み
の
安
藤
寿
津
樹
部
員
に

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門
」

の
顕
彰
、
土
居
町
の
脇
貴
光
部
員

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
青
年
部
は
津
島
町

の
江
口
部
長
が
、
女
性
部
は
内
子

町
の
山
岡
部
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
出
席
者
の
討
議
の
も
と
、
二

十
三
年
度
事
業
の
報
告･

収
支
決

算
、
二
十
四
年
度
事
業
の
計
画･

収
支
予
算
が
承
認
・
決
定
さ
れ
、

大
会
に
出
場
し
、
愛
媛
県
の
代
表

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、長
く
東
洋
史
を
研
究
し
、

儒
教
思
想
や
論
語
の
教
え
に
も
通

じ
て
自
ら
「
論
語
塾
」
を
開
催
し

て
い
る
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合

会
副
会
長
の
伊
豆
田
正
利
氏
に
よ

る
基
調
講
演
も
行
わ
れ
た
。

　
「
若
手
経
営
者
の
た
め
の
論
語

入
門
」
の
テ
ー
マ
で
、
孔
子
の
教

え
を
紐
解
き
な
が
ら
、「
二
十
一

世
紀
の
世
界
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
に
「
持
続
可
能
性
」
が
あ
り
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
他
者
と
の
共

生
」で
あ
る
。
経
営
者
と
し
て
も
、

他
人
に
愛
を
与
え
る
よ
う
な
共
生

思
想
を
掲
げ
る
「
仁
」
を
持
っ
た

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
す
る
内
容
に
、
参
加
者
か

ら
は
多
く
の
感
心
、
共
感
の
声
が

聞
か
れ
た
。

　

女
性
部
に
お
い
て
は
「
松
山
自

動
車
道
延
伸
に
伴
う
道
の
駅
み
ま

の
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
道

の
駅
支
配
人
の
松
浦
友
昭
氏
か

総会で挨拶する西岡会長

最優秀賞に輝いた八木部員（越智商工会）

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を

県
青
連
・
県
女
性
連

　
　
平
成
二
十
四
年
度
　
通
常
総
会
開
催
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商
工
会
の
相
談
事
業
を
活
用
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

み
合
わ
せ
た
試
作
品
を
作
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

農
業
者
と
し
て
、
地
元
『
㈱
内

子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
』

ト
マ
ト
部
会
所
属
の
藤
岡
清
一
氏

が
加
わ
り
、
三
者
で
農
商
工
等
連

携
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

当
事
業
で
は
、
当
社
の
食
酢
の

醸
造
技
術
を
活
用
し
て
、
健
康
志

向
の
ト
マ
ト
酢
青
汁
加
工
品
を
試

作
し
た
。
こ
の
加
工
品
は
、
ト
マ

ト
酢
と
生
青
汁
の
臭
い
や
喉
越
し

の
悪
さ
と
い
っ
た
お
互
い
の
欠
点

が
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
中

和
さ
れ
た
画
期
的
な
も
の
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
地
元
内
子
町
産
の

柚
子
や
、
当
社
で
製
造
す
る
甘
酒

の
乳
酸
菌
等
を
加
え
、
飲
み
や
す

さ
と
食
べ
や
す
さ
を
追
求
す
る
こ

と
で
類
似
商
品
と
差
別
化
が
図
れ

た
。

森
文
醸
造
株
式
会
社

代
表　

代
表
取
締
役　

森　

秀
夫

業
種　

そ
の
他
の
調
味
料
製
造
業

住
所　

�

喜
多
郡
内
子
町
内
子
二
二

四
〇

−

一

資
本
金　

一
千
百
万
円

創　

業　

明
治
二
十
六
年

従
業
員　

二
十
名

　

当
社
は
、
古
（
い
に
し
え
）
の

風
景
や
伝
統
文
化
が
色
濃
く
残

り
、
大
勢
の
観
光
客
が
絶
え
な
い

町
並
み
保
存
地
区
に
立
地
す
る
老

舗
企
業
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
、
発
酵
技
術
を
活
用

し
た
新
商
品
開
発
で
、
四
国
経
済

産
業
局
よ
り
、
農
商
工
等
連
携
事

業
の
認
定
を
受
け
た
。
事
業
化
の

き
っ
か
け
は
、
三
年
前
に
さ
か
の

ぼ
る
。
当
時
、
愛
媛
県
産
業
技
術

研
究
所
か
ら
あ
る
企
業
を
紹
介
さ

れ
た
。
青
汁
を
使
っ
た
新
商
品
開

発
に
心
血
を
注
い
で
い
た
㈲
遠
藤

青
汁
で
あ
る
。
当
社
も
ト
マ
ト
酢

を
使
っ
た
新
商
品
を
模
索
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
両
者
で
協
議
し

た
結
果
、
青
汁
と
ト
マ
ト
酢
を
組

　

愛
媛
県
警
察
で
は
、
増
加
傾
向

に
あ
る
万
引
き
犯
罪
を
抑
制
す
る

た
め
、
愛
媛
大
学
並
び
に
富
山
大

学
と
万
引
き
防
止
に
向
け
た
共
同

研
究
を
開
始
し
、
最
初
の
取
り
組

み
と
し
て
、
万
引
き
し
た
少
年
や

高
齢
者
の
考
え
方
、
環
境
等
に
つ

い
て
分
か
り
易
く
ま
と
め
た
資
料

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
万
引
き

犯
人
が
何
を
考
え
、
ど
う
い
う
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
皆
さ
ま

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
万
引
き
防

止
対
策
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス
を

ご
覧
下
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
（
リ
ン
ク
先
）

http://w
w
w
.police.pref.ehim

e.
jp/seiki/m

annbikibousi/
m
anbiki.htm

l

お
問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
警
察
本
部　

生
活
安
全
企

画
課　

犯
罪
抑
止
対
策
係

℡
０
８
９

−

９
３
４

−

０
１
１
０

（
内
線
３
０
３
９
）

m
ail

：hanzaiyokusi@
police.pref.

ehim
e.jp

　

現
在
、
関
東
方
面
の
中
高
年
齢

者
を
中
心
と
し
た
既
存
顧
客
に
積

極
的
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
健

康
へ
の
消
費
者
意
識
の
高
ま
り
も

あ
り
“
飲
む
酢
”
と
し
て
、
お
い

し
い
酢
卵
・
青
汁
酢
・
ト
マ
ト

酢
・
ニ
ン
ニ
ク
酢
・
シ
ョ
ウ
ガ
酢

等
既
に
あ
る
一
連
の
商
品
も
追
い

風
を
受
け
て
い
る
。
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
顧
客
が
減
少

し
た
が
、
復
興
が
進
む
に
連
れ
、

徐
々
に
回
復
し
て
い
る
。

��

販
売
の
増
加
を
図
る
た
め
、
店

前
を
散
策
す
る
観
光
客
を
対
象
に

試
飲
を
促
し
、
飲
み
や
す
く
、
身

体
に
良
い
酢
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

新
規
顧
客
開
拓
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得
に
努
力
し
て
い
る
。

が
ん
ば
る
　
　
　

　
　
　
企
業
紹
介

万
引
き
防
止

左から生姜・にんにく・青汁トマト酢

黄門さまがおでむかえ
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商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ

う
と
、
生
き
残
り
を
賭
け
て
「
内

子
ま
ち
づ
く
り
商
店
街
協
同
組

合
」
代
表
理
事
大
西
啓
介
氏
（
80

店
加
盟
）
は
、
４
月
に
四
国
で
２

番
目
と
な
る
地
域
商
店
街
活
性
化

法
の
認
定
を
受
け
、｢

う
ち
来
ん

か
い
！
笑
顔
満
開
ハ
ー
ト
フ
ル
商

店
街｣

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
３
年
計

画
で
活
性
化
に
取
り
組
む
。

　

こ
の
事
業
は
、
中
核
施
設
と
し

て
、
地
域
住
民
や
観
光
客
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
「
町
の
駅
」
を
旧

商
工
会
跡
に
建
設
、
特
産
品
売
り

場
、
カ
フ
ェ
等
を
整
備
、
空
き
店

舗
を
利
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

��

４
月
18
日
、
松
山
市
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
中
小
企
業
庁
主
催
の
「
ち
い

さ
な
企
業
未
来
会
議
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

日
本
経
済
の
再
生
に
は
、
９
割

以
上
を
占
め
る
中
小
・
小
規
模
企

業
が
、厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

如
何
に
底
力
を
発
揮
し
、
元
気
に

な
れ
る
か
が
肝
と
な
っ
て
い
る
。

当
会
議
で
は
、
若
手
・
女
性
経
営

者
を
中
心
に
、
地
域
金
融
機
関
、

士
業
等
が
一
堂
に
会
し
、
経
営
力

向
上
に
向
け
た
施
策
の
あ
り
方
や

そ
の
実
行
策
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。

　

松
山
会
場
で
は
、
20
名
程
度
が

参
集
さ
れ
、
商
工
会
関
係
で
は
、

束
村
氏
（
東
温
市
）、大
西
氏
（
内

子
町
）、
八
木
氏
（
越
智
）、
西
岡

ッ
プ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ニ
モ
ー
ル

も
運
営
す
る
。

　

ま
た
、「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
街
な
か
ア
ー
ト
」
な
ど
内
子
町

の
特
性
を
活
か
し
た
新
規
イ
ベ
ン

ト
も
計
画
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
移

行
し
顧
客
の
利
便
性
を
図
り
、
商

店
街
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
、

情
報
発
信
機
能
を
高
め
る
。

　

景
観
的
に
は
、
商
店
街
の
町
並

み
に
合
わ
せ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
に

一
新
し
、
足
下
灯
も
設
置
す
る
。

　

当
事
業
予
算
と
し
て
、
約
１
億

４
千
万
を
予
定
、
内
３
分
の
２
を

国
の
助
成
で
賄
い
、
来
客
数
・
売

上
高
の
５
％
ア
ッ
プ
を
狙
う
。

氏
（
内
子
町
）
が
参
加
し
、
意
見

を
述
べ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
起
業
し
や
す

い
環
境
の
整
備
・
手
続
き
の
簡
素

化
」「
若
者
の
人
材
確
保
の
た
め

地
方
企
業
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
届
く

政
策
」「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

商
店
街
活
性
化
策
」「
四
国
八
十

八
ヶ
所
を
観
光
資
源
に
」
等
要
望

が
出
さ
れ
た
。

　

会
議
で
の
意
見
や
要
望
を
受

け
、
各
県
に
施
策
浸
透
連
絡
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
た
。
本
会
に
お
い

て
も
、
当
チ
ー
ム
に
参
画
し
、
キ

ラ
リ
と
光
る
企
業
を
積
極
的
に
創

出
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

備
え
て
安
心
、
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
再
び
〜
内
子
町
〜

四
国
で
２
番
目
地
域
商
店
街
活
性
化
法
認
定

「
ち
い
さ
な
企
業
」
が

日
本
の
未
来
を
切
り
開
く

〜
松
山
会
議
開
催
〜

現在の商店街

左から大西氏・束村氏・八木氏・西岡氏

旧商工会館跡地
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商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

（　

）
内
は
前
所
属
商
工
会
・
職
種

◎
県
連
帰
属
化
職
員

■
新
規
採
用

○
記
帳
専
任
職
員

　

周　
　

桑　

佐
伯　

友
美

　

し
ま
な
み　

曽
我　

真
紀　
　

　

上
島
町　

増
成
奈
緒
美

　
　
　
　
　
　
（
同
会　

記
帳
指
導
職
員
）

　

北　
　

条　

太
田　

真
由

　

双
海
中
山　

畑　
　

徳
子

　
　
　
　
　
　
（
同
会　

記
帳
指
導
職
員
）

　

内
子
町　

岡
部
美
智
子

○
補
助
員

　

県　
　

連　

上
松　

真
理
（
同
会　

臨
時
職
員
）

■
人
事
異
動

○
経
営
指
導
員
等

　

土
居
町　

ヤ
ン
グ　

亜
由
美　

　
　
　
　
　
　
（
津
島
町　

補
助
員
）

　

周　
　

桑　

渡
部　

好
弘
（
東
温
市
）

　

周　
　

桑　

山
本　

純
一
（
越
智
）

　

越　
　

智　

越
智　

誠
悟
（
土
居
町
）

　

越　
　

智　

津
吉　

善
三
（
北
条
）

　

北　
　

条　

椋
名　

克
明
（
中
島　

補
助
員
）

　

東
温
市　

白
戸　

謙
一
（
周
桑
）

　

松
前
町　

宇
都
宮
清
明
（
県
連
）

　

砥
部
町　

渡
辺　

浩
二
（
内
子
町
）

　

川　
　

上　

土
居　

達
也
（
西
予
市
）

　

内
子
町　

仲
島　

道
雅
（
砥
部
町
）

○
経
営
指
導
員
等

　

周　
　

桑　

菅　
　
　

章

　

周　
　

桑　

佐
伯　

春
繁

　

内
子
町　

児
玉　

武
志

　

県　
　

連　

渡
部　
　

潔

○
記
帳
専
任
職
員

　

双
海
中
山　

梶
野　

初
子

　

西
予
市　

谷
口　

純
子

○
臨
時
職
員

　

県　
　

連　

関
本　

優
子

◆
退
職
（
４
月
30
日
付
）

○
経
営
指
導
員

　

県　
　

連　

向
井　

秀
晃

○
補
助
員

　

し
ま
な
み　

浅
野　

紀
子

　

内
子
町　

松
田　

恵
美　

　
　
　
　
　
　
（
同
会　

記
帳
専
任
職
員
）

　

西
予
市　

井
上　

輝
彦
（
川
上
）

　

西
予
市　

一
宮　

哲
二
（
県
連　

補
助
員
）

　

吉
田
三
間　

鶴
井　

一
之
（
西
予
市
）

　

県　
　

連　

坂
東　

健
吾

　
　
　
　
　
　
（
北
条　

記
帳
専
任
職
員
）

　

県　
　

連　

向
井　

秀
晃
（
松
前
町
）

○
補
助
員

　

周　
　

桑　

曽
我
部
丘
美
子

　
　
　
　
　
　
（
同
会　

記
帳
専
任
職
員
）

　

し
ま
な
み　

河
野　

美
恵　

　
　
　
　
　
　
（
同
会　

記
帳
専
任
職
員
）

　

津
島
町　

西
田　

利
枝
（
愛
南
町
）

　

県　
　

連　

村
上　

ル
ミ
（
し
ま
な
み
）

◎
各
商
工
会
等
で
の
採
用

○
事
務
局
長

　

し
ま
な
み　

安
部　

孝
正

　

砥
部
町　

渡
邉　

光
雄

　

双
海
中
山　

児
玉　

武
志

　

中
島〈
新
設
〉
片
山　

富
雄

○
記
帳
指
導
員

　

し
ま
な
み　

金
子　
　

優

◆
退
職
（
３
月
31
日
付
）

○
事
務
局
長

　

し
ま
な
み　

矢
野　

清
文

　

砥
部
町　

藤
尾　

典
之

　

双
海
中
山　

尾
形　

悦
夫

商
工
会
及
び
商
工
会
連
合
会
の
人
事
異
動
等

元金安全・確定利回りの債券貯蓄。

新 型 定 期 預 金

1年貯蓄 5年貯蓄

有利な金利で、１年、２年、３年。

商工中金
あ な た の Ｂ Ａ Ｎ Ｋ

●いよてつ会館東

〒790-0001　愛媛県松山市一番町2-6-4
松山支店

TEL 089（921）9151

い
よ
て
つ
会
館
●

大
街
道

至
松
山
駅 至

道
後

県庁
●

●
市役所

●
三越

裁判所 GS
●

商工中金
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経
営
の
合
理
化
は
、
商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
」
で

　

特
に
需
給
の
厳
し
い
７
月
２

日
〜
９
月
７
日
ま
で
の
間
の
お

盆
（
８
・
13
〜
15
）
を
除
く
平

日
昼
間
時
間
帯
（
９
〜
20
時
）

に
つ
い
て
、
猛
暑
で
あ
っ
た
一

昨
年
比
７
％
以
上
を
目
標
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

簡
単
な
節
電
対
策

◦
不
要
な
照
明
の
消
灯

◦�

空
調
設
定
温
度
の
引
上
げ

（
28
度
以
上
）

◦
空
調
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃

◦�

冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
の
見
直
し

◦
二
酸
化
炭
素
削
減

◦
コ
ス
ト
の
合
理
化
に
効
果

◆
対
象
事
業
者

　

原
則
と
し
て
契
約
電
力

50�

kW
以
上
の
高
圧
電
力
ま
た

は
特
別
高
圧
電
力
契
約
者
の
工

場
・
ビ
ル
等
の
施
設
。

　

但
し
中
小
企
業
に
関
し
て

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
指
定
工

場
も
対
象
。

節
電
の
お
願
い

ピ
ー
ク
電
力
削
減

無
料
節
電
診
断

実
施
中

お問い合わせ先
一般財団法人

省エネルギーセンター
四国支部

TEL087-826-0550
（http://www.ecoj.or.jp/local-info/

shi/pdf/list_of_plans.pdf）
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小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
、
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

「商工貯蓄共済」にご加入の会員のみなさまへお知らせ

商工貯蓄共済制度に「医療保障」が新登場！商工貯蓄共済制度に「医療保障」が新登場！商工貯蓄共済制度に「医療保障」が新登場！

1入院120日
通算1,095日

４月
より
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国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

ピ
ー
ル
、
プ
デ
ィ
ン
グ
、
フ
ィ
ナ

ン
シ
ェ
、
パ
ー
ト
・
ド
・
フ
リ
ュ

イ
）
の
10
商
品
が
完
成
。
詰
め
合

わ
せ
商
品
（
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
）
も

３
種
類
用
意
、
容
器
、
ラ
ベ
ル
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
高
級
感
あ
ふ
れ
る

デ
ザ
イ
ン
に
一
新
し
た
。

　

今
年
２
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
た
見
本
市
『
第
11

回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
シ
ョ
ー
春
２
０
１
２
』
で
は
、

多
く
の
業
者
で
あ
ふ
れ
手
応
え
充

分
で
あ
っ
た
。

　

高
速
道
路
延
伸
、「
え
ひ
め
南

予
い
や
し
博
２
０
１
２
」
な
ど
好

条
件
の
波
に
乗
り
、
ブ
ラ
ン
ド
の

認
知
度
を
高
め
、
販
路
開
拓
を
目

指
し
て
い
る
。

　
『
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
』
は
、
温
暖

で
降
水
量
の
あ
る
気
候
に
適
し
た

か
ん
き
つ
類
で
愛
媛
県
の
最
南
端

の
町
、
愛
南
町
で
最
後
を
飾
る
品

種
。
収
穫
時
期
が
４
月
頃
〜
８
月

頃
に
か
け
て
と
長
く
、
取
る
時
期

に
よ
っ
て
味
が
微
妙
に
変
わ
り
甘

味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

苦
み
の
少
な
い
さ
っ
ぱ
り
し
た
味

わ
い
で
あ
る
。

　

現
在
、生
産
者
約
２
０
０
世
帯
、

栽
培
面
積
１
５
０
㌶
、生
産
量
３
、

５
０
０
ｔ
と
全
国
シ
ェ
ア
の
約
50�

％
を
占
め
て
い
る
。

　

河
内
晩
柑
・
美
生
柑
・
宇
和
ゴ
ー

ル
ド
、
御
荘
ゴ
ー
ル
ド
等
い
ろ
い

ろ
な
呼
び
名
が
あ
り
、
一
般
消
費

者
に
は
区
別
が
付
か
な
い
の
が
難

点
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
名
称
を
『
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
』と
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
、

知
名
度
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て

い
る
。

　

愛
南
町
商
工
会
で
は
、「
愛
南

ゴ
ー
ル
ド
」
を
活
用
し
た
特
産
品

開
発
事
業
と
し
て
、
平
成
20
年
度

の
地
域
資
源
活
用
企
業
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
等
支
援
事
業
に

始
ま
り
、
21
年
度
は
地
域
資
源
∞

全
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
22
年
度
は

『
え
ひ
め
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
』
商
標

の
登
録
、
そ
し
て
、
平
成
23
年
度

に
は
商
工
会
等
地
域
活
性
化
支
援

事
業
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
物
語
発
信

事
業
」
と
、
足
か
け
４
年
に
亘
り

事
業
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

事
業
最
終
年
度
に
な
る
昨
年

は
、『
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
物
語
』
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
（
ポ
ン
酢
・
つ
け

麺
た
れ
・
も
ろ
み
味
噌
デ
ィ
ッ
プ
、

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
ソ
ー
ス
、
コ
ン

フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
・
ナ
チ
ュ
ラ
ル
、

コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
・
ブ
ラ
ッ
ク
、

『
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
物
語
』
発
信
中
！

商品ラインアップ

見本市での様子
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商
工
会
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
出
か
け
ま
し
ょ
う

ご進物ご贈答に

若
松
蒲
鉾
は
宇
和
海
の

厳
選
し
た
鮮
魚
を
原
料
に

一品
一品
心
を
こ
め
て

造
り
あ
げ
ま
す

〒796-0112　愛媛県八幡浜市保内町須川239-1
TEL（0894）36-0415
FAX（0894）36-2459
7 0120-363423

保内国道店　■TEL・FAX（0894）36-3423

「
県
境
篠
山
騒
動
」

ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会

時
期
：
９
月
２
日
（
日
）

場
所
：
篠
山
小
体
育
館
横
の
水
田

　

県
内
外
か
ら
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
稲
刈
り
後
の
水
田
に
水
を

張
っ
た
特
設
コ
ー
ト
で
ゴ
ー
ル
目

指
し
て
泥
ま
み
れ
の
バ
ト
ル
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

つ
し
ま
夏
祭
り

　

岩
松
行
燈
回
廊

（
岩
松
川
夏
色
）

時
期
：�
８
月
16
・
17
日（
木
・
金
）

場
所
：
岩
松
川
お
ま
つ
り
河
原

　

会
場
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
花
火
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

前
夜
祭
と
し
て
岩
松
の
町
並
み
の

行
灯
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
実
施
。
宇

和
島
市
夏
祭
り
の
最
後
の
イ
ベ
ン

ト
で
商
工
団
体
・
農
林
水
産
団

体
、
個
人
事
業
所
等
の
協
力
の
も

と
、
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

愛
南
町
夏
祭
り

時
期
：
８
月
（
予
定
）

場
所
：�

一
本
松
・
城
辺
・
御
荘
地
区

　

毎
年
７
月
・
８
月
中
に
一
本

松
・
城
辺
・
御
荘
地
区
で
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
踊
り
や
花
火
大
会

で
盛
り
上
が
る
。

秋
色
津
島
郷

つ
し
ま
よ
い
と
こ
２
０
１
２

時
期
：
10
月
21
日
（
日
）

場
所
：�

津
島
や
す
ら
ぎ
の
里
・
町

内

　

津
島
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
へ
ん
ろ

道
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
す
る
ほ
か
、

映
画
「
て
ん
や
わ
ん
や
」
の
上
映

や
物
産
市
を
開
催
す
る
。

滑
床
ま
つ
り

時
期
：�

７
月
、８
月
の
土
日
、
祝
日

場
所
：�

滑
床
渓
谷　

他

　

滑
床
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
は
一
泊
二
日
の
家
族
を

対
象
と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。
木
登
り
、
料

理
教
室
、
渓
流
釣
り
、
渓
谷
散
策

な
ど
大
自
然
を
肌
で
感
じ
る
企
画

満
載
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

愛南町
商工会

津
島
町

商
工
会

松
野
町
商
工
会

森
の
国
の
夏
祭
り

時
期
：�

８
月
13
日
（
月
）

場
所
：�

虹
の
森
公
園
お
よ
び
そ
の

周
辺

　

森
の
国
松
野
町
の
夏
を
盛
り
上

げ
る
お
祭
り
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
盆
踊
り
、
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
る
。
広
見
川
付
近
か
ら

打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
は
迫
力
満

点
で
あ
る
。
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ふ
る
さ
と
愛
媛
の
県
産
品
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う

日本の銘石・伊予大島石

〒794－2203　　愛媛県今治市宮窪町宮窪5228番地
TEL：本　社　0897－86－3981
　　　加工場　0897－86－2204
　　　　FAX：0897－86－3534

株式会社高瀬総業
高瀬石材有限会社

「愛」ある街のホームドクター

http://www.shinkin.co.jp/ehime/

しまなみ海道

伯方島
船折瀬戸の絶景！新鮮な海の幸！

武
左
衛
門
ふ
る
里
ま
つ
り

時
期
：�

８
月
14
日
（
火
）

場
所
：
鬼
北
町
下
鍵
山
地
区

　

百
姓
の
衣
装
を
着
た
百
人
程
の

群
集
が
二
手
に
分
か
れ
て
綱
引
き

を
行
い
、
そ
の
後
地
区
毎
の
む
し

ろ
旗
を
た
て
て
仮
装
行
列
が
出

発
。
夜
に
は
日
吉
夢
産
地
で
、
盆

踊
り
大
会
や
花
火
大
会
が
開
催
さ

れ
る
。

き
な
は
い
や

　

吉
田
三
万
石
２
０
１
２

（
吉
田
産
業
祭
）

時
期
：�

10
月
28
日
（
日
）

場
所
：�

吉
田
公
民
館
・
自
由
の
広

場

　

お
も
て
な
し
の
心
で
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
頂
く
た
め
、
吉
田
町
の

漁
協
・
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
開
催
す
る
産
業
祭
で

あ
る
。

で
ち
こ
ん
か
２
０
１
２

時
期
：
10
月
13
・
14
日（
土
・
日
）

場
所
：�

奈
良
川
河
川
敷

　

町
内
で
分
散
し
て
開
催
さ
れ
て

い
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
（
文
化
祭
・

物
産
市
・
愛
護
班
祭
・
川
柳
・
将

棋
大
会
な
ど
）
を
集
中
さ
せ
た
も

の
で
、今
年
で
18
回
目
を
迎
え
る
。

前
夜
祭
か
ら
始
ま
る
、
鬼
北
町
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

み
ま
町
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

時
期
：
11
月
3
日
（
土
・
祝
）

場
所
：�

中
山
池
自
然
公
園

　

昭
和
63
年
に
休
耕
田
に
コ
ス
モ

ス
の
植
え
付
け
を
し
、
満
開
時
に

ま
ち
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
の
が
始
ま
り
で
、
今
で
は
各

地
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

吉
田
町
夏
祭
り

時
期
：
７
月
７
日
（
土
）

場
所
：�

吉
田
町
横
堀
河
原
周
辺

　

夏
祭
り
県
下
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

開
催
。
み
か
ん
娘
パ
レ
ー
ド
、
魚

す
く
い
大
会
、
み
こ
し
巡
業
、
流

し
踊
り
、
御
陣
屋
太
鼓
、
走
り
込

み
、
お
札
争
奪
戦
等
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
千
余
発

の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

鬼
北
町
商
工
会

吉田三間商工会

主
な
イ
ベ
ン
ト

紹
介

南予へきさいや
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有
限
会
社　

髙
平
屋

髙

平

貴

宣 

く
ん

た
か

の
ぶ

南
宇
和
郡　

愛
南
町
城
辺

　　
（
城
辺
小
学
校
四
年
生
）

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
い
つ
も

仕
事
の
こ
と
で
い
そ
が
し
く
て
、

い
つ
も
家
に
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
ど
、
土
・
日
の
夜
は
い
つ
も
い

て
楽
し
い
で
す
。

　

お
父
さ
ん
の
仕
事
は
、
た
た
み

屋
で
す
。
寸
法
を
と
っ
た
り
、
た

た
み
を
新
し
く
し
ま
す
。
工
場
で

た
た
み
を
作
っ
て
、
お
客
さ
ん
に

届
け
ま
す
。

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
仕
事
を

す
る
す
が
た
が
か
っ
こ
い
い
で

す
。

　

ぼ
く
の
夢
は
、
全
日
本
の
剣
道

に
で
た
い
で
す
。
理
由
は
、
お

父
さ
ん
が
剣
道
を
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
沖
縄
か
ら
北
海
道
ま

で
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
、

試
合
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
夢
は
、
お
父
さ

ん
み
た
い
に
た
た
み
屋
に
な
り

た
い
で
す
。　

珠
算
検
定
結
果

　

全
国
連
、
各
都
道
府
県
連
主
催

の
第
１
６
４
回
珠
算
検
定
を
、
去

る
２
月
19
日
（
日
）
県
下
４
商
工

会
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

合
計
62
名
が
受
験
し
、
37
名
が

合
格
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
１
級
合
格
者
は
無
し
、

満
点
合
格
者
は
１
名
で
し
た
。

●
満
点
合
格
者

　

８
級　

松
田　

真
和

　
　
　
　

西
予
市
商
工
会

　

��「
景
気
回
復
」
ホ
ン
モ
ノ
か
？

　

長
く
続
い
た
円
高
・
株
安
傾
向

が
ひ
と
段
落
し
て
、
復
調
を
う
か

が
わ
せ
る
数
字
を
耳
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
２
〜
３
月
。
な
か
で
も

景
気
動
向
に
最
も
左
右
さ
れ
易
い

と
い
わ
れ
る
デ
パ
ー
ト
業
界
で
、

「
ご
ほ
う
び
」
と
表
現
さ
れ
る
高

級
品
の
う
ち
、呉
服
は
別
と
し
て
、

宝
飾
・
貴
金
属
と
美
術
品
の
売
上

が
好
調
だ
と
い
う
。
日
本
百
貨
店

協
会
に
よ
る
と
、
東
京
地
区
百
貨

店
の
美
術
・
宝
飾
・
貴
金
属
の
売

上
高
は
２
月
、
前
年
比
３
・
７
％

増
で
５
ヵ
月
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
を
記

録
し
た
。
同
協
会
で
は
、「
株
価

の
上
昇
が
先
行
指
標
と
な
っ
て
回

復
ム
ー
ド
が
出
て
い
る
」
と
分
析

し
て
い
る
。

　

昨
年
後
半
は
70
円
台
で
推
移
し

て
い
た
円
ド
ル
相
場
は
、２
月
以

降
82
〜
83
円
の
円
安
水
準
に
。
株

価
も
日
経
平
均
が
３
月
に
入
り
、

１
万
円
台
を
超
え
、１
〜
３
月
期

に
19
・
３
％
も
上
昇
す
る
な
ど
明

る
い
兆
し
が
多
か
っ
た
。
こ
の
株

高
・
円
安
傾
向
の
も
と
は
、
海
外

の
動
向
が
一
番
の
要
因
で
欧
州
危

機
が
最
悪
の
時
期
を
脱
し
た
こ

と
、
米
国
経
済
の
回
復
感
が
強

ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
有
名
な
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
分
析
は
、「
米
国
に
は
バ
ブ

ル
の
傷
痕
が
あ
る
の
で
、
一
本
調

子
に
は
よ
く
な
ら
な
い
。
ま
た
、

日
本
の
デ
フ
レ
に
し
て
も
日
銀
に

よ
る
10
兆
円
の
追
加
緩
和
で
脱
却

で
き
る
ほ
ど
甘
く
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
景
気
回
復
は
一
種
の
期

待
感
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
い
ず

れ
消
え
る
も
の
だ
。」
と
い
う
。

事
実
、４
月
に
入
っ
た
途
端
、
為

替
は
円
高
傾
向
、
株
価
は
日
経
平

均
１
万
円
割
れ
、
と
３
月
初
旬
の

レ
ベ
ル
に
戻
っ
て
い
る
。
さ
て
、

こ
の
か
わ
ら
版
が
出
る
こ
ろ
に
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

問
題
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
内

需
の
低
迷
と
縮
小
し
て
い
る
労
働

力
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。「
少
子
高
齢
化
へ

の
対
策
」
が
日
本
経
済
回
復
の
ポ

イ
ン
ト
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

嘱託専門指導員

上甲　久史

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

野間モータース
民間車検場　整備保証　カー用品販売

AUTOMOBILE FACTORY

今治市伯方町有津甲11－1
Tel 0897-72-0207　Fax 0897-72-1767

■岩屋寺　国民宿舎「古岩屋荘」
　　　　　TEL0892-41-0431
■面河渓　国民宿舎「面河」
　　　　　TEL0892-58-2211
■土小屋　国民宿舎「石鎚」
　　　　　TEL0897-53-0005

愛媛県上浮穴郡久万高原町若山21-1581
TEL0897-53-0007（FAX兼）　http://furuiwaya.com/


